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審 査 の 結 果 の 要 旨
　HIV/AIDSの流行を空間的視点から分析し，その拡散パターンと拡散プロセスの解明を試みた学術論文は
きわめて少ない。HIV/AIDS感染自体が個人のプライバシーに深くかかわるものであり，感染経路や感染理
由に関する情報が得難く，これが研究の停滞を招いてきた。本研究では，200 人を越える該当者にアンケー
ト調査を実施して，一般化するに足るサンプル数を確保するとともに，10 人の HIV/AIDS感染者に面談し，
詳細なインタビュー調査を行うことによって信頼性の高いデータの取得に努め，この問題を克服している。
感染の時期や理由だけでなく彼らの居住環境，移動経歴，職業変遷，所得，学歴，日常生活などに関する詳
細な聞き取りを行っている。既存の集計データ，アンケートによって得られた非集計データ，インタビュー
によって得られた個別の質的データ，それぞれの分析結果を組み合わせながら，HIV/AIDSの空間的拡散が
都市システムや都市構造と密接に関連するとともに，発展途上国特有な社会・経済的地位の固定化や前近代
的な伝統文化が感染を拡大させていることを実証的に解明した本論文は，オリジナリティに秀でた研究とし
て高く評価できる。以上のことから，この研究は学位論文として十分な価値があると判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
